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団体名 おおどのコミュニティ協議会

１　総括

２　事業内容

（１）協議会運営

事業費

事務局の

運営体制

（２）地域振興

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（成果・評価）　年間を通じて事務局運営を行ったが、体制的に厳しい部分もある。

（今後に向けて）　よりスムーズに、よりニーズに則した事務局運営を行うために、引き続き

　体制を強化し、会議等のスキルアップに努めていきたい。

３，６５１，９４０円

（事務員等の雇用人数）　事務局長：１名　　事務局員：１名

（運営費の主な内容）　事務局人件費及び事務費

地域情報の発信と広報活動事業

３８４，８０３円

（実施内容）　コミュニティだよりの発行、また情報共有に必要な備品等の購入

（実施時期）　平成２４年４月～平成２５年３月

（参加人数）　２０人

（成果）　コミュニティだより等を活用した情報の発信を行うことができた。

（評価）　事業の振り返りや活動の情報発信を行うことにより、地域の活性化につながった。

（今後に向けて）　今後は広報担当者を置き、より充実した情報の発信を進めていく。

地域文化体育振興事業

４００，７５４円

（実施内容）　地域内の伝統文化推進とスポーツ用具の購入及び講座の開催

（今後に向けて）　継続して地域文化の高揚と、スポーツ参加意欲を高めていきたい。

（実施時期）　平成２４年６月～平成２５年３月

（参加人数）　７０人

（成果）　スポーツ用具の充実が図れ、地域スポーツの拡充が図れた。

（評価）　地域の創作活動家による銅版画教室が開催でき、地域文化交流のきっかけとなった。

地域の課題を把握することに重点をおきながら、解決していく仕組みを話合った「地域づくり計画」の作成。

それぞれの役割や目的を共有できるような組織に変え、それに伴う会則も変更しました。お互いの立場や

意見を尊重し納得のいくまで協議し合うことに努め、参画意識の持てる地域づくりを目指した事業を進めて

きました。今後は更に新しい会員の巻き込み方や、参画することへの喜びを実感できるように取り組んで

まいります。
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事業名

事業費

事業概要

（３）地域福祉

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（実施内容）　研修会及び地域づくり計画「策定委員会」「明日のコミュニティを考える会」の開催

（実施時期）　平成２４年４月～平成２５年３月

健康増進三世代交流事業

地域コミュニティ推進事業

６７１，２８３円

エコキャップ活動推進事業

０円

（実施内容）　エコキャップ回収ボックスの設置

（成果）　運動会をとおして、地域の多世代交流を図ることができた。

（評価）　高齢化が進む中、三世代が集うことでお年寄りの気力・体力を引き出すことができた。

（実施内容）　健康づくりを目的とした交流会やウォーキングの開催

（実施時期）　平成２４年１０月・１１月

（成果）　地域の名所を巡るコースを設けたことにより、地域の価値に気づくことにもつながった。

（参加人数）　８０人

（実施時期）　平成２４年１０月

（参加人数）　１４０人

（成果）　地域の課題解決に向け、納得がいくまで協議し合う心強い体制になった。

（評価）　協議会としての柱を中心に、協働のまちづくりへの共通認識を深めることができた。　

（今後に向けて）　ふるさとの良さを再発見するための研修会を今後も開催していきたい。

老いも若きもふるさと道中

５５，１０３円

９５，３９２円

（実施内容）　三世代が交流する親睦運動会を開催

（参加人数）　１００人

（評価）　多世代が参加することで交流が深まり、お互いを思いやることができた。

（今後に向けて）　手作りマップを充実させ、情報の共有に努めていく。

（今後に向けて）　回収場所を増やしていくため継続事業としたい。

（実施時期）　平成２４年４月～平成２５年３月　

（参加人数）　５０人

（成果）　回収ボックスの設置により、たくさんのキャップが回収できている。

（評価）　キャップを回収することでエコ活動に関心が生まれてきた。

（今後に向けて）　参加者のニーズをつかみながら、今後も継続して行いたい。
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事業名

事業費

事業概要

（４）安心・安全

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

大殿地区安心安全のつどい事業

８７，１１７円

（実施内容）　大殿地区安心安全のつどい開催

１６０，１２５円

（実施内容）　健康・安全教室の開催

（実施内容）　災害時に備え防災用具保管のために倉庫を改修

（実施時期）　平成２５年３月

（参加人数）　２０人

（成果）　災害時に備えた防災用具等の保管場所を確保することができた

（今後に向けて）　今後も継続して、自主防災に関する具体的な取組みに努めていきたい。　

自主防災活動事業

（評価）　非常時に物品の運搬作業がスムーズに行えるように改善できた。

２７３，０００円

（実施内容）　地域内の定期的夜間パトロール及び登下校の子ども見守り活動

（実施時期）　平成２４年４月～平成２５年３月

（参加人数）　５０人

（成果）　定期的なパトロール及び見守りにより、地域内の安心安全が確保できている。

（評価）　地域住民に見守り活動等、安心安全に対する意識の啓発ができている。

（今後に向けて）　自主防災組織の立ち上げを念頭に置きながら、今後も整備を行っていきたい。

見守り訪問活動推進事業

（実施時期）　平成２５年３月　

（参加人数）　１３０人

（成果）　体験をとおして、毎日を安心安全に暮らすための意識高揚を図ることができた。

（評価）　これからの自主防災対策について、地域住民の意識を啓発することにつながった。

（実施時期）　平成２４年７月

（今後に向けて）　今後も各諸団体と連携を密にしながら、継続して見守り活動を行っていく。

（参加人数）　４５人

（成果）　体力測定を行い、健康管理意識の向上につながった。

（評価）　振り込め詐欺防止についての講座も設け、高齢者の安全意識の啓発も行った。

（今後に向けて）　これからも各種の出前講座等を活用していきたい。

地域見守り活動事業

５０，０００円
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事業名

事業費

事業概要

（５）環境づくり

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（今後に向けて）　住みよい環境づくりと、国指定天然記念物のゲンジボタルを保護育成する

（参加人数）　３０人

（成果）　ホタルの保護育成活動を推進し、広く啓発活動を実施することができた。

（評価）　地域の環境保全活動として小学生なども積極的に参加している。

　　　　　　　　　　　ために継続して整備を進めていきたい。

地域情報収集活動事業

２９，５２９円

（評価）　同上

（今後に向けて）　今後も継続して地区内の要望を集約していきたい。

反射鏡設置事業

３９，０００円

（実施時期）　平成２４年４月～平成２５年３月

（成果）　各町内に要望調査を行い、地域内２町内会に設置することができた。

（実施内容）　ごみ問題に関するアンケート集約

（実施時期）　平成２４年６月

（参加人数）　４０人

（参加人数）　

（実施内容）　カーブミラー設置に対する補助

（成果）　地域の課題であるゴミ問題についての情報を、種別に整理することができた。

（評価）　整理された事例が共有され、今後の対策に役立てることができた。

（今後に向けて）　整理された情報をどう解決していくか、方法を検討していきたい。

環境美化事業

０円

（実施内容）　地域内の環境美化活動に対する助成

（実施時期）　平成２４年４月～平成２５年３月

（参加人数）

（成果）　各町内に要望調査を行ったが、対象となる町内がなかったため未実施。

（評価）　同上

（今後に向けて）　今後も継続して地区内の要望を集約していきたい。

生活環境整備事業

７０，０００円

（実施内容）　天然記念物ゲンジボタルの保護育成に対する助成　　　

（実施時期）　平成２４年４月～平成２５年３月

4



事業名

事業費

事業概要

（６）地域個性創出

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（注）　事業概要の欄には、事業の目的、事業内容、実施時期、参加予定者数等の項目で概要を記載し

てください。

（実施時期）　平成２４年３月

（参加人数）　１０人

（成果）　各町内に要望調査を行い、古熊町内会要望の道路補修及び上天花町内会要望の

土木工事（法定外公共物・単市土地改良）

８８８，０００円

（実施内容）　法定外公共物の整備　　

地域イベント「祭り」事業

（評価）　同上

（今後に向けて）　地域内の要望を把握し、計画的に対応していきたい

（成果）　各団体が独自に行っていた事業をつなぎ、地域全体に広めることにつながった。

１，１４９，６８０円

（実施内容）　ホタル祭り・ふるさと祭り・つながる大殿七夕ちょうちんの灯の実施

（実施時期）　平成２４年６月・８月・１１月

（参加人数）　１，０００人

（成果）　祭りに焦点をあてることで、地域住民のつながりが見え、地縁の復活が感じられた。

（評価）　広報に力を入れたことで、地域だけではなく観光客も巻き込むことができた。

（今後に向けて）　情報発信に努め、参加者のニーズをつかみながら今後も継続して行いたい。

（今後に向けて）　地域から商店街へ、そして市内全域に灯がつながるように努めていきたい。

チャレンジ大殿健児交流事業

２２４，００８円

（実施内容）　三世代交流事業の共同開催

（実施時期）　平成２４年１０月～平成２５年３月　

（参加人数）　２００人　

（評価）　各関係団体が協力し合い、子どもたちの健全育成の体制強化につながっている。

　　　　農業用水路の補修を行った。
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